
原議保存期間 ５年（平成36年３月31日まで）

有 効 期 間 一種（平成36年３月31日まで）

各 都 道 府 県 警 察 の 長 警 察 庁 丙 人 発 第 8 1 号

庁 内 各 局 部 課 長
殿

平 成 3 1 年 ３ 月 2 9 日

各 附 属 機 関 の 長 警 察 庁 長 官 官 房 長

各 地 方 機 関 の 長

警察官及び皇宮護衛官の階級等の英訳について（通達）

警察官及び皇宮護衛官の階級等について従来より用いられている英訳には、

実際上の職責が必ずしも的確に表されていないものがあるなどの問題点が認め

られる。

そこで、各階級等の職責を的確に表すため、下記のとおり、警察官及び皇宮

護衛官の階級等の英訳を改め、もって日本警察における国際関係業務の円滑な

推進を図ることとするので、遺漏のないようにされたい。

記

１ 警察官及び皇宮護衛官の階級等の英訳

別紙のとおりとする。

２ 留意事項

(1) 警察手帳の取扱い

警察手帳規則（昭和29年国家公安委員会規則第４号）第２条及び別図１

並びに第３条及び別図２（別添資料１）により、警察手帳には階級の英訳

を記載することとされているが、現に警察官及び皇宮護衛官が貸与を受け

ている警察手帳における階級英訳の記載については、本通達をもって直ち

に変更することを要せず、採用、昇任等に伴う警察手帳の作成・更新の際

に、本通達にのっとった英訳を記載することとして差し支えない。

(2) 公用旅券の取扱い

旅券法（昭和26年法律第267号）第４条第１項第１号及び旅券法施行規

則（平成元年外務省令第11号）第４条第１項（別添資料２）により、公用

旅券の発給請求を行う際には、公用旅券発給請求書に官職の英訳を記載す

ることとされており、同請求書に記載した官職の英訳が公用旅券に記載さ

れることとなっているところ、現に警察官及び皇宮護衛官が発給を受けて

いる公用旅券における階級英訳の記載については、本通達をもって直ちに

変更することを要せず、今後、新たに行う公用旅券の発給請求の際に、本



通達にのっとった英訳を記載することとして差し支えない。

(3) 別訳の使用

警察官及び皇宮護衛官の階級等の英訳については、別紙に定める英訳の

使用を原則とする。

ただし、国際会議、外国機関との協議等において、業務の円滑な遂行の

観点から別訳の使用が適当と認められる場合には、別訳を用いて差し支え

ない。



 
 
 

別 紙 

 

警察官及び皇宮護衛官の階級等の英訳 

 

１ 警察官の階級等 

 

階級(等) 英  訳 参考（従来の英訳） 

警察庁長官 Commissioner  General Commissioner  General 

警視総監 Superintendent  General Superintendent  General 

警 視 監 Senior Commissioner Superintendent  Supervisor 

警 視 長 Commissioner Chie f  Superintendent 

警 視 正 Assistant  Commiss ioner Senior Superintendent 

警  視 Superintendent Superintendent 

警  部 Chie f  Inspector Poli ce  Inspector 

警 部 補 Inspector Assistant  Pol i ce  Inspector 

巡査部長 Sergeant Poli ce  Sergeant 

巡 査 長 Senior Po l i ce  Of f i cer Senior Pol i ce  Of f i cer 

巡  査 Poli ce  Of f i cer Poli ce  Of f i cer 

 

２ 皇宮護衛官の階級等 

   

階級(等) 英  訳 参考（従来の英訳） 

皇 宮 警 視 監 I m p e r i a l  G u a r d  S e n i o r  C o m m i s s i o n e r I m p e r i a l  G u a r d  S u p e r i n t e n d e n t  S u p e r v i s o r 

皇 宮 警 視 長 I m p e r i a l  G u a r d  C o m m i s s i o n e r I m p e r i a l  G u a r d  C h i e f  S u p e r i n t e n d e n t 

皇 宮 警 視 正 I m p e r i a l  G u a r d  A s s i s t a n t  C o m m i s s i o n e r I m p e r i a l  G u a r d  S e n i o r  S u p e r i n t e n d e n t 

皇 宮 警 視 I m p e r i a l  G u a r d  S u p e r i n t e n d e n t I m p e r i a l  G u a r d  S u p e r i n t e n d e n t 

皇 宮 警 部 I m p e r i a l  G u a r d  C h i e f  I n s p e c t o r I m p e r i a l  G u a r d  I n s p e c t o r 

皇 宮 警 部 補 I m p e r i a l  G u a r d  I n s p e c t o r I m p e r i a l  G u a r d  A s s i s t a n t  I n s p e c t o r 

皇宮巡査部長 I m p e r i a l  G u a r d  S e r g e a n t I m p e r i a l  G u a r d  S e r g e a n t 

皇 宮 巡 査 長 I m p e r i a l  G u a r d  S e n i o r  O f f i c e r 
I m p e r i a l  G u a r d  O f f i c e r 

皇 宮 巡 査 I m p e r i a l  G u a r d  O f f i c e r 

 

 



警察手帳規則（昭和29年国家公安委員会規則第４号）（抄）

（警察官に貸与する警察手帳）

第二条 警察官に貸与する警察手帳の制式は、別図一のとおりとする。

（皇宮護衛官に貸与する警察手帳）

第三条 皇宮護衛官に貸与する警察手帳の制式は、別図二のとおりとする。

別図一（第二条関係） 別図二（第三条関係）

別添資料１



旅券法（昭和26年法律第267号。以下同じ。）及び旅券法施行規則（平成元年外務

省令第11号。以下同じ。）（抄）

旅券法

（公用旅券の発給の請求）

第四条 公用旅券の発給の請求は、国内においては各省各庁の長が外務大臣に、国外

においては公用旅券の発給を受けようとする者が最寄りの領事館に出頭の上領

事官に、次に掲げる書類及び写真を提出してするものとする。

一 公用旅券発給請求書

二～四 （略）

２ （略）

旅券法施行規則

（公用旅券の発給請求）

第四条 法第四条第一項第一号の公用旅券発給請求書は別記第四号様式による一通と

する。

２～４ （略）

別記第四号様式（抄）

別添資料２


